
つくばの学術大会では、若い力が目立っていました。自身が少しでも早いうちに教えて
欲しかったことを伝えることで、少しでも役立てる方もいるのでは？と思い基礎的な話の
理由や最近のインクレチンの作用機序について話そうと思います。チルゼパチドについて
は、デュアルアゴニストだから効く？が多く、わかりやすく説明されている資料が少ないこと
から、参加者の皆さんには現状の考えをお伝えしたいと思います。学会中は私も理解
不能でしたが、その後かなり調べてみると え～そんな薬だったの～という感じでした。
やっと理解できた感があります。興味深い薬剤です。

当たり前にも意味がある、人に聞きにくい糖尿病の話

～患者支援とコミュニケーション＆チルゼパチドの作用機序～

2026年 日本くすりと糖尿病学会 教育研修委員会主催研修会

開催日時： 2026年4月21日（火）18:50～20:30
開催場所： ZOOM
受講料 ： 会員2000円・非会員5000円
募集人数： 480 名
受付開始 :   2026年1月20日10時（4/7締切）

主催：一般社団法人 日本くすりと糖尿病学会 教育研修委員会
問い合わせ先：一般社団法人日本くすりと糖尿病学会事務局 E-Mail : info@jpds.or.jp

18:50～19:00
開催の諸注意など

19:00～20:30
「当たり前にも意味がある、人に聞きにくい糖尿病の話」

～患者支援とコミュニケーション＆チルゼパチドの作用機序～

座長
大阪公立大学医学部附属病院 医療安全センター

河崎 尚史 先生
講師
東京医科大学茨城医療センター 薬剤部

部長 松本 晃一 先生
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